
艦船の機関出力の推移

宮原式缶は宮原次郎(後機関中将）によって開発
された、タービンへの蒸気を発生させる缶である。
当時の外国製の缶より優れており、明治35年橋
立に採用されてから山城（大正4年）まで独占的
に使用された
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国産機関の馬力の進化
（横須賀造船所時代）



艦船の速力の進化
（横須賀造船所時代）
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